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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 2,119,1028,715,716

経常損失（千円） △192,754△880,486

四半期（当期）純損失（千円） △336,384△1,347,777

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△296,877△1,430,859

純資産額（千円） 11,475,01211,819,546

総資産額（千円） 15,688,43516,012,959

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△35.29 △141.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 73.1 73.8

　（注）１　当社グループは第48期が連結財務諸表の作成初年度であり、第48期第１四半期連結累計期間については四半期

連結財務諸表を作成していないため、第48期第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等を含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響により国内製造業は

サプライチェーンの寸断から生産活動に甚大な影響を受けました。

このような状況下、当社グループは、コスト構造の見直しと採算管理の徹底、最適な組織化など、事業構造改革に

取り組んでまいりましたが、期初より自動車メーカーの生産や販売が停止、縮小するなどの影響を受け厳しい経営

環境で推移いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は21億１千９百万円、営業損失２億１千３百万円、経常損失１

億９千２百万円、四半期純損失３億３千６百万円となりました。

　セグメントの業績は、次の通りであります。

①　精密部品製造及びユニット加工事業

　精密部品製造及びユニット加工事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は21億１千８百万円となりました。

　製品別売上の内訳は、ナビゲーション等の車載電装品等の自動車関連製品９億７千万円、複写機・プリンター等

の事務機関連製品４億２千２百万円、デジタルカメラ・ビデオカメラ等のデジタル家電関連製品３億８千７百万

円、その他３億３千８百万円となりました。

②　その他の事業

　その他の事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は35万円となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、40百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,192,000

計 24,192,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,066,872 同左
東京証券取引所市場第二

部

単元株式数は

1,000株であり

ます。

計 10,066,872 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 10,066,872 － 3,779,113 － 3,498,197

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　535,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,499,000 9,499 －

単元未満株式 普通株式　　 32,872 － －

発行済株式総数 10,066,872 － －

総株主の議決権 － 9,499 －

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社サンコー

長野県塩尻市

広丘野村959番地
535,000 － 535,000 5.32

計 － 535,000 － 535,000 5.32

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　当社は、前連結会計年度（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）が連結財務諸表の作成初年度であるため、

比較情報である前第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）の四半期連結損益計算

書及び四半期連結包括利益計算書は記載しておりません。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社サンコー(E01954)

四半期報告書

 6/15



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,621,684 4,355,854

受取手形及び売掛金 3,279,606 3,354,339

有価証券 1,801,528 1,700,524

製品 132,809 147,358

仕掛品 546,856 525,229

原材料及び貯蔵品 349,567 298,256

その他 305,553 268,978

流動資産合計 11,037,606 10,650,540

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,674,628 1,664,013

機械装置及び運搬具（純額） 1,121,994 1,054,233

土地 795,807 843,491

その他（純額） 216,118 332,578

有形固定資産合計 3,808,548 3,894,317

無形固定資産 22,837 31,712

投資その他の資産

投資有価証券 1,116,038 1,085,707

その他 30,059 27,158

貸倒引当金 △2,129 △1,000

投資その他の資産合計 1,143,967 1,111,865

固定資産合計 4,975,353 5,037,894

資産合計 16,012,959 15,688,435

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,737,123 2,646,548

賞与引当金 151,000 215,000

その他 319,862 365,015

流動負債合計 3,207,986 3,226,563

固定負債

退職給付引当金 651,419 651,276

役員退職慰労引当金 44,030 45,460

資産除去債務 269,244 269,389

その他 20,732 20,732

固定負債合計 985,426 986,858

負債合計 4,193,412 4,213,422

EDINET提出書類

株式会社サンコー(E01954)

四半期報告書

 7/15



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,779,113 3,779,113

資本剰余金 3,498,197 3,498,197

利益剰余金 4,864,366 4,480,325

自己株式 △231,268 △231,268

株主資本合計 11,910,409 11,526,368

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △97,544 △19,374

為替換算調整勘定 6,682 △31,980

その他の包括利益累計額合計 △90,862 △51,355

純資産合計 11,819,546 11,475,012

負債純資産合計 16,012,959 15,688,435
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 2,119,102

売上原価 2,030,472

売上総利益 88,629

販売費及び一般管理費 301,644

営業損失（△） △213,015

営業外収益

受取利息 4,769

受取配当金 5,095

助成金収入 10,954

その他 3,743

営業外収益合計 24,562

営業外費用

その他 4,302

営業外費用合計 4,302

経常損失（△） △192,754

特別利益

固定資産売却益 605

特別利益合計 605

特別損失

固定資産売却損 3,039

固定資産除却損 16,957

減損損失 11,931

投資有価証券評価損 109,262

特別損失合計 141,190

税金等調整前四半期純損失（△） △333,339

法人税、住民税及び事業税 3,045

法人税等合計 3,045

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △336,384

少数株主利益 －

四半期純損失（△） △336,384
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △336,384

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 78,169

為替換算調整勘定 △38,662

その他の包括利益合計 39,507

四半期包括利益 △296,877

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △296,877

少数株主に係る四半期包括利益 －

EDINET提出書類

株式会社サンコー(E01954)

四半期報告書

10/15



【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 106,926千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月27日

定時株主総会
普通株式 47,656 5 平成23年３月31日平成23年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
合計
（千円）

精密部品製造及び
ユニット加工事業
（千円）

その他の事業
（千円）

売上高    

外部顧客への売上高 2,118,744 357 2,119,102

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －

計 2,118,744 357 2,119,102

セグメント損失 △212,607 △407 △213,015

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　該当事項はありません。

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「精密部品製造及びユニット加工事業」セグメントにおいて回収可能価額を低下させると判断した有形固

定資産につき減損処理を実施いたしました。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において11,931千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

項目
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 35円29銭

（算定上の基礎） 　

四半期純損失金額（千円） △336,384

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（千

円）
△336,384

普通株式の期中平均株式数（株） 9,531,265

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（希望退職者の募集）

　当社は、平成23年７月８日開催の取締役会において、希望退職者の募集を行うことを決議し、募集を行いました。

１．希望退職者募集の理由

　当社を取り巻く事業環境は依然として厳しい状況が続いております。このような状況下、当社は、再成長を実現す

る事業構造計画に取り組み、工場の統合、原価低減、固定費削減等体質強化の改革を進めてまいりました。しかし、今

後も一段と厳しさを増す経営環境に対処するため、さらなる収益構造の改善、安定した経営基盤の構築が必要とな

ります。この一環として人員の適正化を図るべく、希望退職者の募集を行うことを決定いたしました。

２．希望退職者の募集の概要

 ① 募集対象者　　　　　　　30歳以上の正社員

 ② 募集人員　　　　　　　　130名程度

 ③ 募集期間　　　　　　　　平成23年７月25日～平成23年８月５日

 ④ 退職日　　　　　　　　　平成23年８月31日

 ⑤ 優遇措置　　　　　　　　会社都合退職金に加え、割増退職金を支給する。

３．損益に与える影響

　上記の募集に対する応募者数は97名であり、これに伴い発生する割増退職金等は３億５千万円程度を見込んでお

り、平成24年３月期の第２四半期決算において特別損失として計上する予定であります。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月８日

株式会社サンコー

取締役会　御中

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　渕　道　男　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 野　本　博　之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンコーの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンコー及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成23年７月８日開催の取締役会において、希望退職者の募集を行うこ

とを決議し、募集を行った。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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